



栢原 智道 審査結果の要旨 
論文審査の結果の要旨 
 学位申請論文の表題は ” Predictors of Subacute Hematoma Expansion Requiring Surgical Evacuation 
After Initial Conservative Treatment in Patients With Acute Subdural Hematoma” であり、Acta Neurochir 












腫の厚さ、血腫の体積、cella media index, Sylvian fissure ratio,血腫密度の存在に有意差が
あった。 
結論：大型の血腫、脳萎縮の程度、CT 上の血腫の density は、入院時に ASDH で保存的に治療
された患者における亜急性期手術の必要性の有用な予測因子である。 











4. 手術を急性期にせずに後回した場合、退院時 mRS が手術していない群に比べて悪くなって
いるのはなぜか？後回しにした患者への機能予後が悪くなっていることは、手術の時期に
問題があるのではないか？ 
5. 通常であれば、手術後３ヶ月あるいは、半年後の mRS で比較するのではなきか？ 
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など、各審査委員から厳しい質問が発せられたが、申請者は、それぞれ適切に回答をし、申
請者自らが本研究の実施、結果の解析及び論文作成に深く関与していることが確認された。
申請者の学識、態度、人格は、本学の学位授与に相応しいものであり、学位審査委員会は「適
格」と判定することと結論した。 
 
 
